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わ
が
ま
ち
紹
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“
古
く
は
都
の
皇
族
や
公
家
の
別
荘
が
点
在
し
て
い
た
ま
ち 

”
京
都
市
右
京
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水
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札
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口
集
合  

阪
急
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→
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大

社
→
阪
急
松
尾
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社
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１
．
梅
宮
大
社
の
神
苑
入
園

料
５
百
円
／
人 

２
．
曇
り
空
の
下
で
の
梅
園

見
学
が
出
来
ま
し
た
。   

 

京
都
府
右
京
区
が
あ
る
地

域
の
歴
史
は
古
く
、
か
つ
て

こ
の
地
に
は
山
背
（
山
城
）

国
府
が
置
か
れ
て
い
た
と
も

い
わ
れ
る
。
渡
来
人
の
秦
氏

も
こ
の
地
方
を
拠
点
と
し
て

活
躍
し
た
と
思
わ
れ
、
氏
寺

と
し
て
広
隆
寺
を
建
立
し
た
。

秦
氏
は
聖
徳
太
子
と
も
関
わ

り
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
の
ち

の
山
背
大
兄
王
が
蘇
我
氏
に

攻
め
ら
れ
た
際
に
は
、
彼
に

太
秦
に
避
難
す
る
よ
う
進
言

す
る
者
が
あ
っ
た
。
秦
氏
と

関
係
の
深
い
桓
武
天
皇
が
平

安
京
を
定
め
る
と
、
京
中
に

寺
の
建
立
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
た
め
に
、
現
在
の
右
京
区

域
に
も
多
く
の
寺
社
が
立
ち

並
ん
だ
。
嵯
峨
天
皇
が
嵯
峨

離
宮
（
後
の
大
覚
寺
）
を
建

て
た
り
す
る
な
ど
多
く
の
貴

族
は
こ
の
地
に
馴
染
み
、ま
た

嵐
山
に
遊
ん
だ
。 

梅
宮
大
社 

 

桂
川
の
東
岸
に
あ
る
。橘
氏

の
氏
神
と
し
て
綴
喜
郡
井
手

町[

つ
づ
き
ぐ
ん
い
で
ち
ょ

う]

に
祭
ら
れ
た
も
の
を
、
檀

林[

だ
ん
り
ん]

皇
后
橘
嘉
智

子
が
現
在
の
地
に
移
し
、皇
子

の
誕
生
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、

の
ち
の
仁
明
天
皇
を
懐
妊
し

た
と
い
う
。
以
来
子
授
け
・
安

産
の
神
と
し

て
尊
ば
れ
、

本
殿
東
の
ま

た
げ
石
を
ま

た
い
だ
り
、

産
砂
を
受
け

る
風
習
が
あ

る
。
本
殿
に 

酒
解[

さ
か
と

け]

神
、
酒
解

子
神
な
ど
を

祭
り
、
酒
造
の

神
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
。神

花
と
し
て
梅
が
約
五
五
〇
本

植
え
ら
れ
て
お
り
、カ
キ
ツ
バ

タ
も
有
名
。
ツ
ツ
ジ
・
花
菖

蒲
・
ア 

ジ
サ
イ
な
ど
も
楽
し

め
る
。 

咲
耶
池
の
周
り
に
は
、

か
き
つ
ば
た
、
花
菖
蒲
、

霧
島
つ
つ
じ
が
相
つ
い

で
咲
き
、
島
の
中
に
あ

る
茶
席
「
池
中
亭
」
は

「
芦
の
ま
ろ
屋
」
と
も

あ
だ
名
さ
れ
る
、
平
安

時
代
の
梅
津
の
里
の
風

景
を
歌
っ
た
百
人
一
首  

ゆ
う
さ
れ
ば 

 

か
ど
た
の
い
な
ば 

お
と
ず
れ
て 

あ
し
の
ま
ろ
や
に 

 
 

 
 

秋
風
ぞ
ふ
く 

「
大
納
言 

源 

経

信
」
の
歌
の
古
里
と
し

て
、
今
に
残
る
唯
一
の

か
や
葺
き
の
建
物
で
す
。 

北
神
苑 

 

勾
玉
池
の
周
り
に
花

菖
蒲
、
八
重
桜
、
平
戸

つ
つ
じ
が
咲
き
、
日
陰

に
は
あ
じ
さ
い
が
咲
き

ま
す
。 

西
神
苑 

梅
林
で
、
ラ
ッ
パ
水
仙
が

道
路
に
沿
っ
て
咲
き
ま
す
。 

 

江
戸
の
中
頃
に
本
居
宣
長

（
も
と
お
り
の
り
な
が
）
が

梅
宮
に
献
木
の
梅
に
添
え
て 

よ
そ
目
に
も 

 
そ
の
神
垣
と
み
ゆ
る
ま
で 

う
え
ば
や
梅
を 千

本
八
千
本 

と
詠
ん
だ
の
は
有
名
な
こ

と
で
す
。 

 

椿
は
神
苑
全
体
に

亘
っ
て
植
え
て
あ
り

ま
す
。
Ｓ
・
Ｏ 

２０１５年５月度行事予定 

"盆地に広がる田園のまち" 高槻市 原 

月 日:２０１５年５月２１日（木曜日）  

集合場所:ＪＲ高槻駅北側バス乗り場①10:00 集合（原大橋行き

10:05 発）(原大橋バス停 10:25 頃着予定） 

順 路:原大橋バス停→八阪神社→原散策→浄圓寺→下條橋→

下の口バス停 

そ の 他:１）順路は、天候などで変更することが有ります。 

２）前日の午後 6 時の NHK の天気予報で、当日の午前

中の天候で降水率６０％以上の場合は 中止します。 

２０１５年４月度行事予定 

"伝統の酒造りと寺内町のまち"高槻市富田 

月  日：２０１５年４月１５日（水曜日）  

集合場所：小寺池図書館前 ９:３０集合 

順  路：小寺池図書館→富田散策→富田公民館 

その他１）小雨決行。 

２）富田公民館で"富田まちなみ・他"のビデオ観賞を予

定しています。 

３）終了後、ＶＧ槻輪の総会・親睦会を予定しています。 
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蕗の薹 

春来た事を告げる蕗の薹。日本の至る所に自生する多年草。

花の開かぬ間に摘み取って蕗味噌や天ぷらにするとその苦

味が春を味わせてくれる。春も中頃になって、丈が３０cm

にもなると、呆けて可愛げがなくなる。 

"春の寒たとえば蕗の苦み哉" 成美（せいび） 

犬ふぐり 

路傍や堤一面に朝日を受け笑っているように開き、夕がた

閉じる。実に几帳面な花である。どんなに踏まれても咲く

雑草の強さにも感心する。明治以降の帰化植物。 

"いぬふぐり星のまたたく如くなり" 高浜虚子 


